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【手続補正書】
【提出日】平成31年2月14日(2019.2.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　チューブまたはハウジング内に配置された第１装置を含むツールであって、前記チュー
ブまたは前記ハウジングは、ツール展開開口部と、１つまたは複数の別個の吸引ポートと
、を含む、ツールと、
　前記第１装置を用いて発生させた前記エアロゾル、スモーク、または蒸気を、前記１つ
または複数の吸引ポートを通して吸引するように構成および適応された装置と、
　質量分析計および／またはイオン移動度スペクトロメータと、を含む分析装置であって
、
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　前記装置は、
　前記エアロゾル、スモーク、または蒸気を前記質量分析計および／またはイオン移動度
スペクトロメータの真空チャンバに通すよう構成および適応されたチューブと、
　前記質量分析計および／またはイオン移動度スペクトロメータの真空チャンバ内に配置
された衝突表面と、
　前記エアロゾル、スモーク、または蒸気にマトリクスを添加するよう構成および適応さ
れた装置であって、前記マトリクスは使用時に、前記エアロゾル、スモーク、または蒸気
が前記衝突表面に対して衝突する前に、前記エアロゾル、スモーク、または蒸気に添加さ
れる、装置と、
をさらに含む分析装置。
【請求項２】
　前記第１装置は、レーザ装置を含む、請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記第１装置は、（ｉ）急速蒸発イオン化質量分析（「ＲＥＩＭＳ」）イオン源、（ｉ
ｉ）脱離エレクトロスプレーイオン化（「ＤＥＳＩ」）イオン源、（ｉｉｉ）レーザ脱離
質量分析（「ＬＤ」）イオン源、（ｉｖ）熱脱離イオン源、（ｖ）レーザダイオード熱脱
離（「ＬＤＴＤ」）イオン源、（ｖｉ）脱離電子流集束（「ＤＥＦＦＩ」）イオン源、（
ｖｉｉ）誘電体バリア放電（「ＤＢＤ」）プラズマイオン源、（ｖｉｉｉ）大気圧固体試
料分析プローブ（「ＡＳＡＰ」）イオン源、（ｉｘ）超音波支援スプレーイオン化イオン
源、（ｘ）簡易アンビエント音波スプレーイオン化（「ＥＡＳＩ」）イオン源、（ｘｉ）
脱離大気圧光イオン化（「ＤＡＰＰＩ」）イオン源、（ｘｉｉ）ペーパースプレー（「Ｐ
Ｓ」）イオン源、（ｘｉｉｉ）ジェット脱離イオン化（「ＪｅＤＩ」）イオン源、（ｘｉ
ｖ）タッチスプレー（「ＴＳ」）イオン源、（ｘｖ）ナノＤＥＳＩイオン源、（ｘｖｉ）
レーザアブレーションエレクトロスプレー（「ＬＡＥＳＩ」）イオン源、（ｘｖｉｉ）リ
アルタイム直接質量分析（「ＤＡＲＴ」）イオン源、（ｘｖｉｉｉ）探針エレクトロスプ
レーイオン化（「ＰＥＳＩ」）イオン源、（ｘｉｘ）固体プローブ支援エレクトロスプレ
ーイオン化（「ＳＰＡ－ＥＳＩ」）イオン源、（ｘｘ）キャビトロン超音波外科用吸引（
「ＣＵＳＡ」）装置、（ｘｘｉ）収束または非収束の超音波アブレーション装置、（ｘｘ
ｉｉ）マイクロ波超音波共鳴装置、および、（ｘｘｉｉｉ）パルスプラズマＲＦ切開装置
、からなる群より選択されたイオン源などのアンビエントイオン源を含む、
請求項１に記載の装置。
【請求項４】
　前記第１装置は１つまたは複数の電極を含み、所望により前記一つまたはそれ以上の電
極はスネアまたはポリープ切除スネアを含む、請求項１に記載の装置。
【請求項５】
　前記第１装置は、
　（ｉ）前記チューブもしくは前記ハウジングから拡張可能な、および／または前記チュ
ーブもしくは前記ハウジング内に格納可能な、電極、所望によりニードル電極、
　（ｉｉ）前記チューブもしくは前記ハウジングから拡張可能な、および／または前記チ
ューブもしくは前記ハウジング内に格納可能な、レーザ放射を組織または他の表面上に誘
導するための光ファイバ、
　（ｉｉｉ）アルゴンプラズマ凝固装置もしくはハイブリッド型アルゴンプラズマ凝固装
置、または、
　（ｉｖ）ウォータージェット装置もしくはハイドロサージカルもしくは手術用ウォータ
ージェット装置、
のうちのいずれかを含む、
請求項１に記載の装置。
【請求項６】
　使用時、最初に、前記第１装置が前記チューブ内または前記ハウジング内に少なくとも
部分的に格納された状態で前記ツールは展開される、請求項１～請求項５のうちのいずれ
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か１項に記載の装置。
【請求項７】
　前記第１装置は、使用時、前記第１装置が前記ツール展開開口部を越えて少なくとも部
分的に延長するよう、展開される、請求項１～請求項６のうちのいずれか１項に記載の装
置。
【請求項８】
　前記内視鏡は、気管支鏡、膀胱鏡、鼻腔鏡、または鼻鏡を含む、請求項１～請求項７の
うちのいずれか１項に記載の装置。
【請求項９】
　前記ツールは、使用時、前記内視鏡に設けられたポートを通して展開される、請求項８
に記載の装置。
【請求項１０】
　前記装置は、前記１つまたは複数の吸引ポートを通して前記エアロゾル、スモーク、ま
たは蒸気を、実質的に連続的な様式で吸引するよう構成および適応されている、請求項１
～請求項９のうちのいずれか１項に記載の装置。
【請求項１１】
　前記装置は、前記１つまたは複数の吸引ポートを通して前記エアロゾル、スモーク、ま
たは蒸気を、実質的にパルス状の、非連続的な、または不規則的な様式で吸引するよう構
成および適応され、
　所望により、前記装置は、電気手術切断印加圧力または電位が前記ツールに供給されて
いるときのみ、または前記ツールが別様に通電されているときのみに、前記エアロゾル、
スモーク、または蒸気を前記１つまたは複数の吸引ポートを通して吸引するよう構成およ
び適応される、請求項１～請求項９のうちのいずれか１項に記載の装置。
【請求項１２】
　前記衝突表面を加熱するよう構成および適応された加熱装置をさらに含む、請求項１～
請求項１１のうちのいずれか１項に記載の装置。
【請求項１３】
　前記マトリクスは、（ｉ）前記エアロゾル、スモーク、または蒸気に対する溶媒、（ｉ
ｉ）有機溶媒、（ｉｉｉ）揮発性化合物、（ｉｖ）極性分子、（ｖ）水、（ｖｉ）１つま
たは複数のアルコール、（ｖｉｉ）メタノール、（ｖｉｉｉ）エタノール、（ｉｘ）イソ
プロパノール、（ｘ）アセトン、および、（ｘｉ）アセトニトリル、からなる群より選択
される、マトリクスを含む、請求項１～請求項１２のうちのいずれか１項に記載の装置。
【請求項１４】
　前記ツールのユーザに対してリアルタイム情報を提供するよう構成および適応された装
置をさらに含み、前記情報は質量スペクトル情報および／または組織分類情報を含む、請
求項１～請求項１３のうちのいずれか１項に記載の装置。
【請求項１５】
　望ましくないターゲット領域またはエリアからの組織または他の物質が質量分析および
／またはイオン移動度分析されている旨の、前記ツールのユーザに対するフィードバック
、および／またはアラーム、および／またはアラートを生成するよう構成および適応され
た装置、および／または、
　前記ツールが、望ましくないターゲット領域またはエリアで動作中であるか、または望
ましくないターゲット領域またはエリアに配置されている場合に、前記ツールに対する電
力を低減または停止するよう構成および適応された装置、
をさらに含む、請求項１～請求項１４のうちのいずれか１項に記載の装置。
【請求項１６】
　（ｉ）単変量解析、（ｉｉ）多変量解析、（ｉｉｉ）主成分分析（ＰＣＡ）、（ｉｖ）
線形判別分析（ＬＤＡ）、（ｖ）最大マージン基準（ＭＭＣ）、（ｖｉ）ライブラリに基
づく解析、（ｖｉｉ）ソフト・インディペンデント・モデリング・オブ・クラス・アナロ
ジー（ＳＩＭＣＡ）、（ｖｉｉｉ）因子分析（ＦＡ）、（ｉｘ）再帰分割（決定木）、（
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ｘ）ランダムフォレスト、（ｘｉ）独立成分解析（ＩＣＡ）、（ｘｉｉ）部分最小二乗法
判別分析（ＰＬＳ－ＤＡ）、（ｘｉｉｉ）潜在構造に対する直交（部分的最小２乗）射影
（ＯＰＬＳ）、（ｘｉｖ）ＯＰＬＳ判別分析（ＯＰＬＳ－ＤＡ）、（ｘｖ）サポート・ベ
クトル・マシン（ＳＶＭ）、（ｘｖｉ）（人工）ニューラルネットワーク、（ｘｖｉｉ）
多層パーセプトロン、（ｘｖｉｉｉ）放射基底関数（ＲＢＦ）ネットワーク、（ｘｉｘ）
ベイズ解析、（ｘｘ）クラスタ解析、（ｘｘｉ）カーネル法、および、（ｘｘｉｉ）部分
空間判別分析、のうちの１つまたは複数を使用して、前記１つまたは複数の試料スペクト
ルを分析して、前記エアロゾル、スモーク、または蒸気試料を分類する装置をさらに含む
、請求項１～請求項１５のうちのいずれか１項に記載の方法。
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摘要(译)

公开了一种包括工具的设备，该工具包括用于从目标35产生气雾5的第一
设备21。 第一装置21通过设置在工具的管22中的开口37展开。 管22设
置有抽吸口或穿孔30，使得产生的气溶胶5通过抽吸口或穿孔30被吸入管
22中。 然后将吸出的气雾剂5输送到质谱仪，以进行后续质量分析。


